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シリケイトの赤外線吸収ピークに顕れる結晶化プロセスに伴う異方性の効果

Effect of anisotropic crystallization on the IR absorption spectra of silicates
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結晶質シリケイトの赤外スペクトルフィーチャーはその化学組成や温度，形状に依存することが知られており，それぞ
れの依存性が実験室分光によって詳細に調べられている．オリビン ((Mg, Fe)2SiO4)のピーク位置はMg/Fe比と線形性を
持つことが報告されているので（Koike et al., 2003），この関係を利用してオリビンの化学組成を推測することが出来る．
例えば彗星や若い星の中間赤外線観測において，オリビンの最強ピークである 11.2ミクロンピークが観測スペクトルに
検出されることを根拠に，彗星塵あるいは星周塵は Mg-richなオリビン，もしくはフォルステライト (Mg2SiO4)を含ん
でいることが主張されている (e.g., Hanner et al., 1994, Okamoto et al., 2004, Honda et al., 2003)．若い星の星周円盤におけ
るオリビンは，非晶質シリケイトダストの結晶化によって形成されるとされている．また，オリビンの結晶化は，結晶
軸に対して異方的に結晶成長するのが自然である．
我々は，過去に報告されているフォルステライトの光学定数を用いて (Sogawa et al., 2006)，楕円球の赤外スペクトル

を計算した．楕円球の軸比は a， b， c各結晶軸方向に様々に変化させた．その結果，中間赤外領域に見られる他のピー
クに比べて，11.2ミクロンピークのピーク位置は結晶軸の異方性に大きく依存することが分かった．過去に我々が行っ
た非晶質シリケイトの結晶化実験の結果では，オリビンの吸収ピーク位置の多くは Koike et al.の報告した化学組成との
相関関係を満たすが，最も強い吸収を示す 11.2ミクロンピークは 11.16 - 11.30ミクロンと大きな幅を持った分布をとり，
この関係を示さなかった．これは化学組成によるピークシフト以外の要因の存在を示していて，スペクトル計算の結果を
考慮すると，例えばオリビンの結晶成長の方向が原因である可能性が考えられる．以上より，観測スペクトルにおける
結晶質シリケイトのピークは，化学組成だけでなく，結晶化による異方性に関する情報も含んでいることが示唆される．
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